
私は，宇宙空間（地球や惑星の

電離圏および磁気圏，惑星間空

間）のプラズマにまつわる諸現象の，人工衛星による観測

を専門にしています．アウトリーチ活動では，きれいな

オーロラの写真や，太陽表面の画像，地球周辺の放射線帯

を可視化した絵を見せることが常套手段となっています

が，１０年近く前に小中学生を対象にした講演会で話した時

には，小学校低学年の子供に，「プラズマってなんです

か？」という質問をされ，回答に四苦八苦しました（一緒

に講師をされた，ご専門の異なる先生が，即座に電子辞書

で調べて「プラズマは血しょうという意味もありますね」と

発言され，話をややこしくしておられました）．それからア

ウトリーチでは，安易には「プラズマ」という言葉を使わ

ないように，どうしても使わなければならない時には，盤

石の備えをするように心がけています．盤石と言いまして

も，水素原子が２つに分かれて，一つは「電気をもった陽

子」，もう一つは「電気をもった電子」という絵を描いたも

のを準備しておくだけではありますが，これまでのところ

一応これで何とかなっています．小学校低学年の子供にプ

ラズマを理解してもらう上手な方法をご存知の方がおられ

ましたら，教えていただければ幸いです．

アウトリーチ活動の場では，「真空では無重力」と思い込

んでいる方が多いことに驚かされます．確かに宇宙空間は

真空で無重力ですが，その２つにはもちろん直接の因果関

係はありません．しかし，例えば鉄の球を入れた密封容器

を地上に置き，その容器から空気を排出して中を真空にす

れば，鉄球は浮かぶ，と思っている方は意外に多いのです．

……という話を，真正の文系（大学院卒）である旧友にし

たところ，大真面目に「え？浮かないの？」と返されてし

まいました．アウトリーチは，まず身近なところから始め

る必要がありそうです．

（松岡彩子）
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